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　　　　　※（N）は設問に対する回答者数です。

市民意識調査の結果をお知らせします
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住みよい まあ住みよい どちらともいえない
やや住みにくい 住みにくい 無回答
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これからも住み続けたい どちらともいえない
できれば他市町村に移りたい 無回答
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市
で
は
、「
緑
に
か
こ
ま
れ
た
健
康
な
文
化
都
市
」
の
実
現
に

向
け
た
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
第
四
次
北
本
市
総
合
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
」（
平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
２７
年
度
ま
で
）
を

策
定
す
る
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
市
政
に
関
す
る
意

見
・
要
望
を
把
握
し
、
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
北
本

市
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
問
合
せ　
政
策
推
進
課
政
策
推
進
担
当
（
直
通
594-

５
５
０
３
）

調
査
に
つ
い
て

調
査
地
域　

市
内
全
域

調
査
対
象　

市
内
在
住
の
満
１８
歳
以

上
の
人　

２
，０
０
０
人

抽
出
方
法　

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

作
為
に
抽
出

調
査
方
法　

郵
送
法
（
郵
送
配
布
・

郵
送
回
収
）

調
査
期
間　

平
成
２３
年
６
月
１５
日
か

ら
７
月
４
日

回
答
者
数　

７５５
人
（
回
答
率
：
３７
．

８
％
）

１
市
政
に
対
す
る

関
心
に
つ
い
て

　

市
政
に
対
す
る
関
心
度
は
、「
と

て
も
関
心
が
あ
る
」
が
20
．９
％
、

「
少
し
は
関
心
が
あ
る
」
が
54
．8
％

と
、
関
心
が
あ
る
と
す
る
回
答
の
合

計
は
75
．8
％
と
な
っ
て
お
り
、
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の

調
査
結
果
と
比
較
す
る
と
、
平
成
17

年
度
は
79
．2
％
で
あ
っ
た
の
に
対

２
北
本
市
で
の

定
住
意
向
に
つ
い
て

　

住
み
や
す
さ
に
つ
い
て
は
、「
ま

あ
住
み
よ
い
」
の
割
合
が
53
．1
％

と
最
も
高
く
、
過
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。「
住
み
よ
い
」
18
．7
％
と
合

計
す
る
と
71
．8
％
が
住
み
よ
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す

（
図
２
）。
過
去
の
調
査
結
果
と
比
較

す
る
と
、
平
成
17
年
度
は
69
．9
％
、

平
成
19
年
度
は
70
．8
％
、
平
成
21

年
度
は
66
．7
％
で
減
少
に
転
じ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
調
査
で
は
過
去

を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
、
平
成
19
年
度
74
．8
％
、
平
成

21
年
度
73
．4
％
と
、
年
々
関
心
が

低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
調
査
で
は
回
復
し
て
き
て
い
ま

す
（
図
１
）。

　

今
後
の
居
住
意
向
に
つ
い
て
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
（
可
能
な
限
り
）
住

み
続
け
た
い
」
の
割
合
が
64
．1
％

で
、
過
半
数
の
人
は
今
後
も
住
み
続

け
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

過
去
の
調
査
結
果
と
比
較
す
る

と
、
平
成
17
年
度
は
58
．1
％
、
平

成
19
年
度
は
61
．8
％
で
、
平
成
21

年
度
は
54
．4
％
で
し
た
が
、
今
回

調
査
に
お
け
る
64
．1
％
は
、
平
成

17
年
度
以
降
の
調
査
の
中
で
比
較
す

る
と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

３
）。


